
◆ 熊本地震震災ミュージアム KIOKU

◆ 災害にまつわる碑や史跡には、実際にその地域で起こったことが記録されているだけでなく、当時の人たちの思い（二度と被害を
　繰り返さないように、など）が込められています。碑や史跡の前では、災害が実際にこの地域で起こるということを実感していた
　だくとともに、そうした先人たちの声に耳を傾け思いを巡らせ、身の回りの備えにつなげ、 これからの防災に活かしてください。

見てみよう！歴史災害記録と旬のあいち
発!発!
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所在地：熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽
交　通：阿蘇くまもと空港  東 約 20km
　平成 28(2016) 年の熊本地震から今年で 10 年になります。
熊本地震は、観測史上初めて、同一地域において震度 7 の
地震がわずか 28 時間の間に二度発生しました。最初の地
震は 4 月 14 日午後 9 時 26 分、マグニチュードは 6.5 で、
益城町で震度 7 を記録、その対応のさなか、28 時間後の
16 日午前 1 時 25 分、マグニチュード 7.3 の本震が発生し
ました。本震では、益城町、西原村で震度 7 を観測したほか、
熊本市を始め、熊本県内の広い範囲で震度 6 強の揺れを観
測しました。
　熊本地震の死者は 275 人とされていますが、直接死は 50
人で、いわゆる関連死が 225 人と直接死の 4 倍を超える数
となっています。住家の全壊は 8,657 棟、半壊は 34,489 棟
を数え、一部損壊も含めると、何らかの被害を受けた住家
は約 20 万棟に上りました。強い揺れを短期間で二度続け
て受けたという要因もありますが、旧耐震基準の住家に加
え、新耐震基準の住家でも 2000 年以前に建てられたもの
について、被害が発生しました。一方、2000 年以降に建て
られた住家については軽微な被害にとどまっています。
　多数の住家被害が発生したこと、また、頻繁に余震が発
生したことから避難者は増え（最大震度 1 以上の地震回数
は大分県での観測も含め 4,400 回超）、市町村が開設した避
難所には、最大で 18 万人を超える方（熊本県人口の約 1 割）
が避難しました。また、避難所以外の施設への避難や商業
施設の駐車場、公園・グラウンド等での車中避難、自宅の

軒先への避難なども発生し、頻発する余震活動の影響から
避難所の開設期間は長期化しました。
　熊本地震では、阪神淡路大震災や東日本大震災の経験も
あり、多くのボランティアが支援に駆けつけました。こう
した支援は、頻繁に報道される一部地域に集中しがちです
が、支援を偏りなく行き渡らせるために重要な役割を果た
したのが「熊本地震・支援団体火の国会議」でした。火の
国会議は、NPO や NGO だけでなく、国や県などの行政機
関も交えた情報交換や連絡調整の場となり、地域のニーズ
と支援者とのマッチングなどの役割を果たしました。NPO
組織やボランティアの分担の調整などを行う全国組織とし
て「全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）」
が設立されていますが、熊本では、火の国会議の活動が契
機となって、熊本における活動団体「くまもと災害ボラン
ティア団体ネットワーク（KVOAD）」が組織されています。
　熊本地震の経験や教訓を学び、風化させず確実に後世に
伝承するため、熊本県や県内市町村により整備されたのが、
熊本地震の記憶を未来へ遺し学ぶ回廊型フィールドミュー
ジアム「記憶の廻廊」です。記憶の廻廊は、熊本地震の教
訓や経験について学べる展示・学習室を備えた熊本市の熊
本県防災センターと、被災した旧東海大学阿蘇キャンパス
を保存展示する南
阿蘇村の熊本地震
震災ミュージアム
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至 高森駅



◆ この地域の災害に関する碑・史跡、資料・体験談集、地域に残る古文書、研究資料、郷土史研究者・団体などの情報がありましたら、
　 gensaisan2014@gmail.com まで情報をお寄せください。

◆ この地域の歴史災害記録をオンラインツアー形式、マップ形式で紹介しています。各地の碑や史跡等にご興味をお持ちいただけましたら、『災
と Seeing』のホームページ（https://www.saitoseeing2020.jp/）をぜひご覧ください。

（発行：減斎の会・名古屋大学減災連携研究センター　2026 年 4 月）

●ブレイクタイム●
♪ 新阿蘇大橋
　新阿蘇大橋は、国道 57 号線沿いの南阿蘇村立野と河陽をつなぐ全長 525m、最大橋脚高 97m の

橋です。熊本地震で崩落した阿蘇大橋の代わりに、2021 年 3 月に 600m 下流に架橋されました。

　複数の橋脚と上部の橋桁を一体化させた PC ラーメン構造が採用され、地震などの揺れに強い構

造となっており、歩道も設置されていて、歩いて渡ることもできます。橋のたもとには展望スペー

スがあり、休憩所やトイレ、ご当地のデザートが楽しめる売店なども併設されています。

 
 

 

　ONE PIECE 熊本復興プロジェクトによる 10 年間の復
興の軌跡を後世に残すとともに、復興に向けて力強く歩
み、活気づく熊本の姿を発信する ONE PIECE 熊本復興
プロジェクト 10 年展が、熊本県立美術館において、3
月 20 日（金祝）から 5 月 24 日（日）まで開催されます。
　コンセプト「SHI-RU-SHI」には、10 年間 ONE PIECE
と熊本県が進めてきたプロジェクトの記録と成果を空間に記した「プロ
ジェクトの記」、「復興の印」などの思いが込められています。
　漫画の世界と現実の世界が溶け合う空間で、10 年間の取組が展示され、
復興の物語を体感できます。被災地の復興を後押しするために県内各地
に設置されたキャラクターのブロンズ像の原型も見ることができます。

★ ONE PIECE 熊本復興プロジェクト 10 年展
　南阿蘇鉄道は、JR 豊
肥本線に接続する立野駅
から、南阿蘇村を横断し
高森駅までを結ぶ、10
駅、17.7km の鉄道路線です。熊本地震後は
2023 年 7 月に全線復旧し、JR 豊肥本線の肥
後大津駅までの乗り入れも開始しました。
　阿蘇の山々を眺め、沿線のガイドを行い
ながら走るトロッコ列車「ゆうすげ号」、
ONE PIECE ×南阿蘇鉄道「サニー号トレイ
ン」が人気です。

～鉄道で巡る～ 
 

とともに、熊本地震で被災した県内各地の建物や設備、地
震断層などの震災遺構を巡る回廊型ミュージアムです。
　記憶の廻廊の中核となる施設が、熊本地震震災ミュージ
アム KIOKU です。KIOKU では、旧東海大学阿蘇キャンパ
スで被災した旧 1 号館建物や地表地
震断層の遺構が保存展示されていま
す。旧 1 号館は、熊本地震の際に、
直下を地表地震断層が通過し基礎部
分の杭頭が破壊されるなど、大きな
被害が発生しました。Y 字形の校舎
の両端部分は耐震補強がされていた
ことから軽微な被害にとどまってお
り、耐震補強の効果も見ることがで
きます。また、展示室には、震災遺
物や当時の映像を通して地震の「そ
の時」を振り返る展示や、阿蘇キャ
ンパス内の地震断層の剥ぎ取り標本、
熊本の大地を学ぶコーナーなどがあ

る他、付近で発生した大規模山腹崩壊の数
す が る

鹿流崩れ跡など
の災害遺構を、建物内から望むことができる配置になって
います。なお、施設の入口から旧 1 号館や地表地震断層の
保存展示へと導く 1 枚屋根の展示室
の建物は、JIA 日本建築大賞など、数々
の賞を受賞しています。KIOKU の周
辺にはこの他にも、数鹿流崩れ跡と
ともに崩落した旧阿蘇大橋と新阿蘇
大橋の両方を望むことができる数鹿
流崩之碑展望所や、南阿蘇村熊本地
震慰霊之碑などもあり、合わせて震
災の記憶をたどることができます。
　復興に向けては、熊本出身の漫画家・尾田栄一郎氏と連
携し、「ONE PIECE 熊本復興プロジェクト」として、漫画
ONE PIECE とコラボした取組も進められています。震災か
ら 10 年、熊本県が掲げる、復旧・復興を更なる発展につ
なげる「創造的な復興」の実現に向け、力強く取組が進め
られています。
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